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●横浜に暮らした占領軍高級将校たち

戦
後
、
沖
縄
を
除
く
日
本
本
土
で
最
初
に

占
領
さ
れ
た
大
都
市
は
、
横
浜
だ
っ
た
。
占

領
期
間
中
の
横
浜
に
は
、
米
第
八
軍
の
司
令

部
と
在
日
兵
站
司
令
部
が
置
か
れ
、
将
兵
の

宿
舎
や
家
族
住
宅
、
そ
し
て
彼
ら
が
暮
ら
す

た
め
に
必
要
な
様
々
な
施
設
が
設
け
ら
れ
、

占
領
終
結
後
も
接
収
が
長
引
い
た
。

米
軍
施
設
や
将
兵
と
家
族
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
『
市
史
通
信
』
な
ど

で
紹
介
し
て
き
た
。
ま
た
、昨
年
夏
に
は「
占

領
軍
の
い
た
街
」
と
題
す
る
写
真
パ
ネ
ル
展

と
関
連
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

し
か
し
、
米
軍
施
設
の
実
態
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
宿
舎

今
回
は
、
占
領
軍
高
級
将
校
の
宿
舎
に

テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ
て
、
事
実
関
係
を
確
認
し

て
い
き
た
い
。
昨
年
開
催
し
た
展
示
会
関
連

講
演
会
「
占
領
の
中
の
横
浜
・
神
奈
川
」
に

お
い
て
、
複
数
の
参
加
者
か
ら
「
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
宿
舎
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
」
と
い

う
質
問
が
あ
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
占
領
軍
の
横
浜
進
駐
当

初
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
を
宿
舎
と

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

進
駐
前
に
日
本
側
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
用
に
マ

イ
ヤ
ー
邸
を
用
意
し
た
こ
と
が
、
新
聞
紙
上

に
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
読
売
報
知
』
一
九

四
五
年
八
月
二
八
日
）。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
二
日
に
、

そ
の
マ
イ
ヤ
ー
邸
に
宿
舎
を
移
し
た
と
さ
れ

る
（
白
戸
秀
次
『
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
50
年
史
』
一
九
七
七
年
）。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
二
日
の
移
動
を
裏
づ
け
る
直
接
的
な
資

料
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
九
月
八
日
の
東
京
進
駐
式
を
報

じ
る
新
聞
記
事
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
宿
舎
が

従
来
通
り
マ
イ
ヤ
ー
邸
で
あ
る
と
い
う
記
述

が
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
九
月
初
め
に
マ

イ
ヤ
ー
邸
に
移
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
（『
朝
日
新
聞
』
九
月
九
日
）。

マ
イ
ヤ
ー
邸
に
関
し
て
は
、
も
う
一
点
疑

問
が
あ
る
。
そ
の
所
在
地
で
あ
る
。
八
月
二

八
日
の
記
事
は
、
マ
イ
ヤ
ー
邸
の
住
所
を
旭

台
五
三
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
浜
市
渉

外
課
が
一
九
四
六
年
五
月
現
在
で
作
成
し
た

「
進
駐
軍
接
収
住
宅
調
書
」（
横
浜
市
史
資

料
室
所
蔵
渉
外
部
資
料
）
と
い
う
文
書
に
も
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
用
の
「
シ
マ
イ
ヤ
」
邸
が
あ

り
、
や
は
り
住
所
は
旭
台
五
三
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
番
地
の
根
拠
は
不
明
で
疑
問
が

あ
る
。
新
聞
記
事
に
は
、
五
七
番
地
と
す
る

も
の
も
あ
る
（『
毎
日
新
聞
』
八
月
三
一
日
）。

占
領
期
の
米
軍
施
設
に
関
す
る
資
料
や
証

言
に
は
、
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
、
し
か
も

占
領
軍
、
米
軍
と
い
う
日
本
の
行
政
権
の
及

ば
な
い
相
手
で
あ
る
が
故
に
、
事
実
誤
認
が

多
々
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
誤
り

や
根
拠
不
明
の
伝
聞
が
、
そ
の
ま
ま
一
般
に

流
布
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

あ
る
。
事
実
関
係
を
確
定
し
て
い
く
た
め
に

は
、
複
数
の
資
料
の
照
合
に
よ
る
検
証
が
必

要
と
さ
れ
る
。
今
回
は
、
マ
イ
ヤ
ー
邸
に
つ

い
て
検
証
を
試
み
た
い
。

マ
イ
ヤ
ー
邸

C
・
マ
イ
ヤ
ー
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヴ
ァ

キ
ュ
ー
ム
社
総
支
配
人
で
、『
昭
和
一
五
年

四
月
一
日
現
在　

横
浜
市
電
話
番
号
簿
』

（
横
浜
市
中
央
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

同
社
総
支
配
人
社
宅
が
中
区
根
岸
芝
生
台
四

九
に
あ
っ
た
と
あ
る
。
根
岸
芝
生
台
は
、
一

九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
町
界
町
名
地
番
整

理
に
よ
っ
て
根
岸
町
芝
生
台
な
ど
か
ら
改
名

さ
れ
た
も
の
で
、
番
地
も
変
わ
っ
た
。
四
九

番
地
は
旧
二
〇
七
〇
番
地
の
一
部
で
、
同
じ

く
旧
二
〇
七
〇
番
地
の
一
部
で
あ
る
五
七
番

地
・
五
九
番
地
と
共
に
同
社
の
土
地
だ
っ
た

（『
横
浜
市
町
界
町
名
字
界
字
名
変
更
改
称

調
書　

昭
和
八
年
四
月
一
日
施
行
』
横
浜
市

役
所
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
所
蔵
、
お
よ
び

『
横
浜
市
土
地
宝
典　

第
一
巻　

中
区
之

部
』
横
浜
土
地
協
会
、一
九
三
〇
年
に
よ
る
）。

な
お
、
根
岸
芝
生
台
は
日
中
戦
争
さ
な
か

の
一
九
四
〇
年
に
根
岸
旭
台
と
改
名
さ
れ
た
。

一
説
に
は
、
読
み
が
「
し
ぼ
う
（
死
亡
）」

に
通
じ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

先
の
五
三
番
地
は
旧
西
根
岸
町
下
一
一
六

二
番
地
（
旧
磯
子
区
）
で
、
四
九
番
地
・
五

七
番
地
か
ら
道
を
は
さ
ん
だ
西
側
に
位
置
し
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
社
の
土
地
で

も
な
い
（『
横
浜
市
土
地
宝
典　

磯
子
区
之

部
』
日
本
全
国
地
図
刊
行
会
神
奈
川
県
出
張

所
、一
九
三
一
年
）。し
た
が
っ
て
、マ
イ
ヤ
ー

邸
は
旧
二
〇
七
〇
番
地
の
四
九
番
地
な
い
し

は
五
七
番
地
に
所
在
し
て
い
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
、
五
三
番
地
は
誤
り
だ
と
思
わ
れ

る
。ま
た
、敷
地
が
複
数
の
番
地
に
ま
た
が
っ

て
い
る
場
合
、
ど
の
番
地
を
も
っ
て
代
表
さ

せ
る
か
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
こ

と
が
、
混
乱
の
一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
横
浜
市
渉
外
課
が
作
成
し
た
別

の
文
書
「
接
収
（
住
宅
ビ
ル
）
参
考
資
料
」（
渉

外
部
資
料
）
に
は
、
旭
台
四
七
─
四
九
番
地

所
在
のM

eyer

邸
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
年

不
詳
だ
が
、先
の「
進
駐
軍
接
収
住
宅
調
書
」

よ
り
は
後
の
文
書
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
文
書
に
は
米
軍
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ナ

ン
バ
ー
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ヤ
ー

邸
は
11
─
20
と
い
う
番
号
が
付
い
て
い
る
。

こ
れ
を
米
軍
が
作
成
し
た
「D

ependent 

H
ousing A

reas Y
okoham

a

」（
一
九
四
九

年
一
月
、
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
と
い

う
、
米
軍
の
家
族
住
宅
・
宿
舎
の
地
図
に
記

載
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
と
照
合
す
る
と
、
根
岸

小
学
校
裏
の
坂
道
を
上
り
切
っ
た
東
側
の
ひ

と
き
わ
大
き
な
建
物
が
そ
れ
に
当
た
る
（
図

1
参
照
）。『
中
区
明
細
地
図　

昭
和
三
七
年

度
版
』（
経
済
地
図
社
、
一
九
五
二
年
）
で
当

該
区
域
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
は
五
七
番
地

で
、
同
様
の
大
き
な
住
宅
が
記
さ
れ
、
エ
ッ

ソ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
社
長
宅
と
あ
る
。
四

九
番
地
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
の
明

細
地
図
で
確
認
す
る
と
、
五
七
番
地
の
北
側

に
隣
接
す
る
区
域
が
四
九
番
地
で
、
エ
ッ
ソ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
横
浜
事
務
所
倉
庫
と

な
っ
て
い
る
。
先
の
米
軍
の
地
図
で
は
、
ガ

レ
ー
ジ
と
い
う
表
記
が
入
っ
て
い
る
。

以
上
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
用
に
用
意
さ
れ
た
マ
イ
ヤ
ー
邸
の
所
在

地
は
、
根
岸
旭
台
四
九
・
五
七
・
五
九
の
区

横
浜
に
暮
ら
し
た

占
領
軍
高
級
将
校
た
ち
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●横浜に暮らした占領軍高級将校たち

域
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

同
地
に
は
現
在
、
コ
ス
モ
根
岸
旭
台
と
い
う

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
る
。

ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
米
第
八
軍
司
令
官

一
方
、
米
軍
の
電
話
帳
を
見
て
み
る
と
、

D
ependents

（
家
族
）
欄
に
宿
舎
・
住
宅
の

ナ
ン
バ
ー
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第
八
軍
司
令

官
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
中
将
の
宿
舎
が
11

︱
20
に
な
っ
て
い
る（「T

elephone D
irectory 

Y
okoham

a A
rea M

arch 1947

」
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）。マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
東
京
に
移
っ
て
以
降
、
マ
イ
ヤ
ー
邸
に
は

横
浜
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
地
位
に
あ
っ
た
ア

イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
が
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
九
月
一
七
日
に
東
京
の
ア
メ
リ
カ

大
使
館
に
宿
舎
を
移
す
。
そ

の
後
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー

は
、
九
月
二
〇
日
午
後
に
新
し

い
宿
舎
に
引
っ
越
し
、
そ
こ
で

夕
食
を
取
っ
た
と
日
記
に
記
し

て
い
る（「
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー

日
記
」
デ
ュ
ー
ク
大
学
所
蔵
）。

お
そ
ら
く
、
こ
の
と
き
ア
イ
ケ

ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
マ
イ
ヤ
ー
邸

に
移
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

写
真
1
は
、
翌
年
九
月
に
ア

イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
の
横
浜
の
宿

舎
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
宿
舎
マ
イ

ヤ
ー
邸
と
さ
れ
る
写
真
（
袖
井

林
二
郎
・
福
島
鑄
郎
編
『
マ
ッ

カ
ー
サ
ー　

記
録
・
戦
後
日
本

の
原
点
』
日
本
放
送
出
版
会
、
一
九
八
二
年

掲
載
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
所
蔵
）
と
見

較
べ
る
と
、
向
か
っ
て
左
の
窓
、
お
よ
び
正

面
奥
の
ベ
ラ
ン
ダ
、
階
段
と
植
木
の
様
子
が

一
致
し
、
マ
イ
ヤ
ー
邸
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
頃
す
で
に
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
は

こ
の
宿
舎
で
夫
人
と
暮
ら
し
て
い
た
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
夫
人
と
子
息
は
、
前
年
の
九
月

一
九
日
に
厚
木
飛
行
場
に
到
着
し
、
ア
イ
ケ

ル
バ
ー
ガ
ー
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
共
に
二
人

を
迎
え
、
東
京
ま
で
送
り
届
け
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
他
の
将
兵
の
家
族
が
来
日
す
る

こ
と
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
の
進
言
に
よ
り

家
族
の
来
日
が
認
め
ら
れ
る
見
通
し
が
立
つ

と
、
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
家
族
住
宅
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

図1　根岸地区の米軍住宅　1949（昭和24）年1月　Dependent Housing Areas Yokohamaより� 米国国立公文書館所蔵
図中左手下の小学校からジグザグの坂を上った右手に11−20が確認できる。そのさらに右手に11−401がある。

写真1　米国政府要人の訪問を受けたアイケルバーガー米第8軍司令官　
　1946（昭和21）年9月4日� 米国国立公文書館所蔵



6

●横浜に暮らした占領軍高級将校たち

そ
し
て
、
翌
一
九
四
六
年
六
月
二
四
日
、

家
族
を
乗
せ
た
第
一
船
で
あ
る
エ
イ
ン
ズ

ワ
ー
ス
号
が
横
浜
港
に
入
港
し
た
。
ア
イ
ケ

ル
バ
ー
ガ
ー
夫
人
も
こ
の
船
で
来
日
し
、
出

迎
え
た
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
と
船
上
で
再
会

を
果
た
し
た
。
以
後
、
二
人
は
お
よ
そ
二
年

間
マ
イ
ヤ
ー
邸
で
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。
ア

イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
は
一
九
四
八
（
昭
和
二

三
）
年
に
米
第
八
軍
司
令
官
を
辞
し
、
八
月

四
日
に
横
浜
港
か
ら
軍
輸
送
船
に
乗
っ
て
日

本
を
離
れ
る
。

そ
の
後
を
継
い
だ
の
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
中
将

で
、
や
は
り
11
─
20
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ヤ
ー

邸
を
宿
舎
と
し
た
（「T

elephone D
irectory 

Y
okoham

a A
rea July 1949

」（
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）。

第
八
軍
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の

朝
鮮
戦
争
勃
発
に
と
も
な
い
、

朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
ウ
ォ
ー

カ
ー
司
令
官
も
七
月
に
赴
任
し

た
（
横
浜
連
絡
調
整
事
務
局

「
Y
L
C
O
執
務
報
告
第
六

一
号
」『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
資
料
編

1
、
横
浜
市
、
一
九
八
九
年
）。

と
こ
ろ
が
、
同
年
一
二
月
二
三

日
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
司
令
官
は

乗
っ
て
い
た
ジ
ー
プ
が
事
故
を

起
こ
し
、
戦
死
す
る
。
ウ
ォ
ー

カ
ー
司
令
官
の
遺
体
は
翌
日
飛

行
機
で
羽
田
飛
行
場
に
到
着
し
、

根
岸
旭
台
に
運
ば
れ
て
二
五
日

に
内
輪
の
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ

た
と
い
う
。
や
が
て
三
〇
日
に
、

遺
体
は
夫
人
・
子
息
と
共
に
羽

田
飛
行
場
か
ら
帰
国
し
た（「
Y
L
C
O
執
務

報
告
第
六
六
号
」）。

こ
の
間
の
経
緯
か
ら
、
朝
鮮
半
島
出
兵
後

も
ウ
ォ
ー
カ
ー
夫
人
は
根
岸
旭
台
で
留
守
を

守
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ー

の
後
を
継
い
だ
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
中
将
は
、
翌

年
四
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
後
の
連
合
国
軍

総
司
令
官
と
な
っ
て
お
り
、
横
浜
に
は
滞
在

し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
貫
し
て
横
浜

に
お
け
る
占
領
軍
ト
ッ
プ
の
宿
舎
で
あ
っ
た

マ
イ
ヤ
ー
邸
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
緯

を
経
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
返
還
さ
れ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
。
外
国
、
特
に
連
合
国

の
会
社
・
個
人
の
所
有
で
あ
っ
た
土
地
や
建

物
の
接
収
と
返
還
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
渉

外
部
の
資
料
に
も
登
場
し
て
こ
な
い
こ
と
が

多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

高
級
将
校
た
ち
の
宿
舎

で
は
、
そ
の
他
の
高
級

将
校
た
ち
の
宿
舎
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
ア
イ
ケ

ル
バ
ー
ガ
ー
司
令
官
の
下

で
第
八
軍
参
謀
長
の
地
位

に
あ
っ
た
バ
イ
ヤ
ー
ズ
少

将
の
宿
舎
を
確
認
し
て
み

よ
う
。
先
の
米
軍
電
話
帳

の
一
九
四
七
年
版
を
見
る

と
、
バ
イ
ヤ
ー
ズ
の
宿
舎

は
11
─
401
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
米
軍
の
地
図
で
場

所
を
確
認
す
る
と
、
同
宿

舎
は
マ
イ
ヤ
ー
邸
の
東
隣

に
位
置
し
て
い
る
（
図
1

参
照
）。
渉
外
課
の
「
接
収
（
住
宅
ビ
ル
）

参
考
資
料
」
に
よ
る
と
、
所
在
地
は
根
岸
旭

台
六
二
番
地
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
所
有

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
六
二
番
地
も
地
番
整

理
前
は
二
〇
七
〇
番
地
の
一
部
だ
っ
た
。

以
下
、
異
動
に
つ
い
て
は
横
浜
連
絡
調
整

事
務
局
「
Y
L
C
O
執
務
報
告
」
の
各
号
、

宿
舎
に
つ
い
て
は
米
軍
の
電
話
帳
各
年
版
を

基
に
、
主
だ
っ
た
高
級
将
校
の
宿
舎
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
よ
う
。
四
八
年
一
月
に
転
任

し
た
バ
イ
ヤ
ー
ズ
の
後
任
は
レ
ス
タ
ー
少
将

だ
っ
た
が
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
司
令
官
の

退
任
に
と
も
な
っ
て
転
任
し
、
ホ
ル
シ
ー
少

将
が
後
を
継
い
だ
。
ホ
ル
シ
ー
の
宿
舎
は
9

─
43
で
、
バ
イ
ヤ
ー
ズ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

ホ
ル
シ
ー
も
半
年
後
の
一
九
四
九
年
二
月

に
転
任
し
、
ラ
ン
ド
ラ
ム
大
佐
が
後
任
と

な
っ
た
。
ラ
ン
ド
ラ
ム
の
宿
舎
は
9
─
405

だ
っ
た
が
、
二
ヶ
月
ほ
ど
で
デ
ィ
ー
ン
少
将

と
交
替
す
る
。
デ
ィ
ー
ン
少
将
の
宿
舎
は
再

び
11
─
401
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
半

年
後
、
デ
ィ
ー
ン
少
将
が
転
任
し
、
ラ
ン
ド

ラ
ム
が
復
帰
す
る
。

翌
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
八
月
、
米

第
八
軍
が
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
た
後
、
在
日

兵
站
司
令
部
が
新
設
さ
れ
、
横
浜
税
関
の
建

物
に
入
っ
た
。
そ
の
司
令
官
に
は
ウ
ェ
イ
ブ

ル
少
将
が
就
き
、
9
─
40
を
宿
舎
と
し
た
。

9
─
40
は
、
第
八
軍
副
参
謀
長
だ
っ
た
タ
イ

ヤ
ー
大
佐
も
宿
舎
と
し
て
い
た
。

以
上
の
宿
舎
の
所
在
地
お
よ
び
元
の
所
有

者
を
確
定
す
る
に
は
、
マ
イ
ヤ
ー
邸
同
様
に

写真2　エインズワース号船上で再会したアイケルバーガーと夫人
　1946（昭和21）年6月24日� 米国国立公文書館所蔵

写真3　家族住宅建設の様子を視察するアイケルバーガーら　中央にバイヤーズ
少将　1946（昭和21）年11月18日� 米国国立公文書館所蔵
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●横浜に暮らした占領軍高級将校たち

複
数
の
資
料
を
照
合
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
米

軍
地
図
と
戦
後
の
明
細
地
図
で
場

所
と
番
地
を
示
す
に
止
め
た
い
。

ホ
ル
シ
ー
の
宿
舎
9
─
43
は
、

山
手
町
の
本
牧
寄
り
、
ワ
シ
ン
坂

病
院
の
北
に
位
置
し
、
一
五
九
番

地
に
当
た
る
（
図
2
参
照
、
以
下

同
様
）。
渉
外
課
の
資
料
で
は
や

は
り
番
地
の
混
乱
が
見
ら
れ
、
一

五
七
番
地
な
ど
と
な
っ
て
い
る

が
、
野
口
研
究
所
所
有
の
土
地
・

建
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
9
─
43

は
、
後
に
ヨ
コ
ハ
マ
コ
マ
ン
ド
司

令
官
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
准
将
の
宿
舎
と

な
る
。
ラ
ン
ド
ラ
ム
が
宿
舎
と
し

た
9
─
405
は
、
そ
の
隣
の
敷
地
で

一
六
〇
番
地
、
大
阪
商
船
の
所
有

で
あ
る
。

な
お
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
の
後
任
ポ

ス
ト
大
佐
（
後
准
将
）
は
、
9
─

400
を
宿
舎
と
し
て
い
た
。
9
─
400

は
山
手
町
一
〇
二
番
地
に
該
当
し
、

北
方
小
学
校
の
北
、
現
在
は
ブ
リ

キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館
向
か
い
の
マ
ン
シ
ョ

ン
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
イ
ブ
ル
の
宿

舎
9
─
40
は
、
北
方
小
学
校
の
東
、
元
米
国

総
領
事
官
邸
の
向
か
い
山
手
町
二
四
四
番
地

で
あ
る
。

こ
の
他
、
占
領
初
期
に
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
や
ヘ
ル
ム
ハ
ウ
ス
な
ど
も
、
高
級

将
校
の
宿
舎
と
し
て
あ
て
が
わ
れ
た
。
た
と

え
ば
、
第
八
軍
憲
兵
隊
司
令
官
で
あ
っ
た

キ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
大
佐
は
、
夫
婦
で
ヘ
ル
ム
ハ

ウ
ス
を
宿
舎
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
家
族
住
宅
の
整
備
や
新
築
が
進

ん
で
か
ら
は
、
山
手
（
根
岸
旭
台
な
ど
を
含

む
）
の
洋
風
住
宅
や
、
山
下
公
園
に
新
た
に

建
設
さ
れ
た
将
校
家
族
住
宅
な
ど
が
、
将
校

専
用
の
家
族
住
宅
と
な
っ
た
。
山
下
町
一
帯

の
既
存
の
建
物
や
新
た
に
建
設
さ
れ
た
宿
舎

は
、
主
に
単
身
の
将
校
・
軍
属
の
宿
舎
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
一
般
将
兵
と
軍

属
の
た
め
の
家
族
住
宅
が
、
本
牧
と
根
岸
合

わ
せ
て
一
〇
〇
〇
戸
以
上
建
設
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
占
領
期
に
お
け
る
米
軍
将
兵

と
家
族
の
暮
ら
す
街
横
浜
が
形
作
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

【
付
記
】今
回
利
用
し
た

資
料
の
内
、
米
軍
の
電

話
帳
は
国
立
国
会
図
書

館
憲
政
資
料
室
、
戦
後

の
明
細
地
図
や
横
浜
市

中
央
図
書
館
所
蔵
資
料

は
同
館
で
閲
覧
で
き
る
。

そ
の
他
の
資
料
は
、
横

浜
市
史
資
料
室
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
羽
田
博
昭
）

図2　山手の米軍住宅　1949（昭和24）年1月　Dependent Housing Areas Yokohamaより� 米国国立公文書館所蔵
図中の右手下に9−43と9−405がある。図中央に北方小学校があり、9−400はその上方、9−40は右手にある。

写真4　ヨコハマコマンド司令官ガー
ヴィン准将　1949年�
� 米国国立公文書館所蔵
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